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 平成30年11月14日 

 

各  位 

                    

会 社 名 リネットジャパングループ株式会社 

代 表 者 名 代表 取締役社長 黒 田 武 志 

 （コード番号：3556 東証マザーズ） 

問 合 せ 先 取 締 役 山 根  秀 之 

 （TEL 052-589-2219） 

 

通期業績予想と実績値との差異に関するお知らせ 

 

平成29年11月15日に開示した平成30年９月期（平成29年10月１日～平成30年９月30日）の業績予想

と実績値に差異が生じましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．当期の連結業績予想数値と実績値との差異 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

4,782 
百万円 

161 
百万円 

158 
百万円 

135 
円銭 

14.92 

実績値     （Ｂ） 4,535 8 48 23 2.63 

増減額（Ｂ－Ａ） △246 △152 △109 △111  

増減率（％） △5.1 △95.0 △69.1 △82.3  

（ご参考）前期実績 

（平成29年９月期） 
3,708 49 47 62 7.16 

 

 

２．差異の理由 

  主に以下の2つの要因により業績予想数値と実績値に差異が生じました。 

  これにより、売上高については主にカンボジア事業において決算未了による実績値の連結取込み

処理の期ズレが発生したことにより予想値と実績値に△246百万円の差異が生じました。 

営業利益、経常利益につきましても同様に主にカンボジア事業の会計処理の期ズレ及びリサイク 

ル事業のブランディング費用等の一時コストにより営業利益△152百万円、経常利益△109百万円の 

差異が生じております。 

  なお、詳細は以下のとおりであります。 
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（１） カンボジア事業におきまして、RENETJAPAN(CAMBODIA)CO.,LTD.及びMETREY HR Co.,Ltdの 

２社が設立から稼働に必要なカンボジア国内の登記承認等の許可が遅れたことにより、結果、 

決算作業を慎重に進めざるを得ず、平成30年７月から９月までの３ヵ月分に関し、日本の会計 

基準上認められている決算期の取込みを３カ月ずらして連結決算へ取り込むこととした影響とな

ります。 

なお、本決算未了分につきましては経過年度である今期に解消する予定であります。 

 

  （ご参考） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

平成30年 

７月から９月 

（監査前実績） 

百万円 

418 
百万円 

57 
百万円 

56 
百万円 

41 

 

 

（２）リサイクル事業におきまして、小型家電リサイクル法の認定事業者免許を取得しておりますが、

その事業活動における認知度向上のために、ブランディング費用等の一時コスト約70百万円を計上

しております。 

 

以上 


